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はじめに 

夏の蒸し暑さを表す指標として不快指数があるが、自

分の体感とずれが生じたため、これは二酸化炭素濃度に

よるものではないかという仮説のもと不快指数の公式に

二酸化炭素濃度を導入することを目標に実験を行った。 

 

実験１ 

 一般的な不快指数の公式は以下のように知られている。 

  DI=0.81T＋0.01H（0.99T－14.3）＋46.3 

        DI：不快指数 T：気温 H：湿度 

 

まず、二酸化炭素濃度が上がったときに気温と湿度に影

響を及ぼしているなら、二酸化炭素濃度によってずれが

生じるという仮定が間違っていることになるため、二酸

化炭素濃度が上昇したときの気温と温度の変化を調べ

た。 

 

 
図１ アクリル水槽 

 

結果１ 

表１ 二酸化炭素濃度上昇による気温、湿度の変化 

 

実験２ 

 前述した実験で二酸化炭素濃度と気温、湿度には相関

関係がないことが確認できたので、不快指数に関する先

行研究「不快指数に風速を導入するための補正式につい

て」を参考にし、体感温度に関する式を調べると以下の

式を見つけた。 

 

 

 

 

 

 

室内の体感温度＝（室温＋表面温度）÷２ 

 

上記の式中の表面温度と二酸化炭素濃度に正の相関関係

あるのではないかと予想し、二酸化炭素濃度が上昇した

ときの表面温度の変化を調べた。 

結果２ 

表２ 二酸化炭素濃度上昇による表面温度の変化 

 

 二酸化炭素濃度と表面温度には正の相関関係が見られ

るという仮説を立てていたが、逆に負の相関関係が見られ

た。 

 

考察・今後の展望 

 実験２で予想に反する結果がでてしまったのは箱の中

に熱源を置いていなかったため、二酸化炭素が外からの

熱を遮るようにはたらいてしまったからだと考えられる。 

 箱の中に熱源を入れると相関が変わるのか、また実際

の教室においても二酸化炭素が体感温度を下げることが

あるのかを今後のテーマとする。 
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 一回目 二回目 三回目 四回目 

CO₂ 

濃度 

850ppm 1700ppm 2850ppm 3950ppm 

気温 21.7℃ 21.7℃ 21.9℃ 21.9℃ 

湿度 79% 78% 76% 75% 

 1 回目 2 回目 3 回目 4 回目 

CO₂濃度 700ppm 1580ppm 1990ppm 2990ppm 

表面温度 25.2℃ 25.2℃ 24.8℃ 24.3℃ 

気温 24.2℃ 24.2℃ 24.2℃ 24.2℃ 
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